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名古屋病地学会に参加 

１０月１３日（土）、名古屋で病地学会が開

かれました。ＧＨを始めるに当たり、病地学会

員となって 3年、初年度は、東京での学会だ

ったこともあり、ＧH立ち上げの経験を発表致

しました。これまで、島根、愛媛とあまり行く機

会のない地方での学会に参加し、元気な活

動を見て来ましたが、今回のプログラムの印

象はやや薄く？震災を受けてのテーマが多

いように感じました。 

ＧＨを運営するものとして、「地域移行」部

会に顔を出し、その受け皿として考える機会

となりました。主に、スムースな移行に向けた

準備―プログラム化などが発表されていまし

た。初期の頃の失敗を思い起こします。長期

入院の方には、病院から地域への壁は非常

に高いのです。準備は怠らず―です。 

ランチョンセッションは藤田医師の岡山ＡＣＴ

の発表。ここは、ドキュメント映画「精神」の舞

台となった岡山コラールのある所でもあり、体

験に根差した味わい深い言葉が次々と話さ

れました。 

今回、「家族」というテーマでの部会もありまし

たので、午後はそちらに顔を出し、質問もし

てきました。上手くいっている家族例、どんな

関わり方が好ましいのかの科学的な検証―

など発表されていましたが、困惑している家

族の具体的な支援についても考えてほしい

ものです。 

名古屋の近くに半世紀も前に住んでいま

したので、懐かしい思いで代表的な観光地を

ひとめぐり。名古屋名物も大変美味しく、短く

も楽しい旅になりました。 

アドボケイト会の症例検討会 

年に1回となってしまっていますが、久しぶ

りに顧問白石先生を迎え、症例検討会を開

催しました。リトルハウスも来年で 10年、ピア

ホームも 4年になります。それなりに経験を積

み重ね、地域リハビリに対する自分達なりの

理念や支援のスタイルもつくって来たと思い

ますが、他流試合をしないと独りよがりになっ

てしまいます。昨年まで、友人故中村さんの

クラブハウス町田のしゃべくり作業所を経験

出来て、大変参考になっていたのですが、こ

のところ内向きになってしまっていないか反

省しきりです。 

ピアホームから症例 2例、リトルハウスから

4例ほど出し、捉え方、視点と言ったものをお

話し議論できました。改めて、白石先生の症

例の捉え方は、何と斬新ですっきりしてるん

だろうと感心しきりでした。 

薬剤にしても、統合失調症の症状の特徴

にしても、基本をしっかりと捉えていることが

大切だとの思いが改めてしました。 

そして、やはり、その人とチャンと向き合っ

ているからこそ、色んなことがみえてくるんだ

と感じました。私が見えていないもの、気付か

なかったこと、ちょっとした報告のなかで的確

に捉えて、その人の状態を推察する―プロと

言う言葉だけでは言い表せませんが、こうい

うことなんですね。 

１１月の行事 

＜１１月１１日＞白石先生主催交流会 

 

 


